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ピ ウ ス ツ キ と 日 本

沢  田  和  彦*

は じ め に

 1905年(明 治38年)秋,プ ロニスワフ ・ピウス ッキは帰 国の途次 日本 に立 ち寄 った。

彼 が最初 に姿を現すのは10月 初旬,所 は神戸 である。 これ は,9月5日1)ポ ー ツマス

で日露講和条約 が締結 された直後の時期 にあた る。そ して翌1906年8月3日 まで約8

ヵ月間の滞 日中 に,ピ ウスツキは神 戸,東 京,横 浜,長 崎を駆けめ ぐって多 くの人 々

と交渉を持 った。それは大略次の四点 に要約で きよう。

 1. 亡 命 ロシア人革命家,中 国人革命家 との接触

 2.彼 らの援 助者 た る二葉亭四迷,横 山源之助 や日本の社会主義者 との交遊

 3. 民 族 学研究,及 び 日本 の民族学者 との交 わ り
     まきよ

 4. 石光真清や黒龍会の花田仲之助,平 岡浩太郎 らとの関わり

 以上四点が直接,間 接に関連 し合っていることは言 うまでもない。本稿では紙幅の

都合上,ま た調査の進行上,最 初の三点について述べることとする。

1.

 アメ リカに亡命 し,そ の後ハ ワイに帰化 した ロシア人革命家 ニコライ ・ラッセル,

本 名ス ジロー フスキイは,日 本 に送 られた ロシァ俘虜兵士 に革命思想を鼓吹する任務

を もって1905年5月 に来 日 し,神 戸 で発行 されていた ロシア人俘虜向 けの週刊 露文新

聞 『日本とロシア』の記者になった。更に新聞寧伝の間接手段だけでは飽きたらず,

慰問を 口実に して習志野,浜 寺,松 山,熊 本の俘虜収容所を巡回 して,ロ シア兵 と直

接話 し合 った。

 ピ ウス ツキは10月 初旬 に神戸 に来 て,ラ ッセルの事務所を手 伝 うことになった[和

田 1973:上311]。 サハ リンでまず第一 に ピウスツキを探 すようラ ッセル に 忠告を

*新 潟大学人文学部 本館研究協力者

1)日 付は新暦で統一 した。
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与 えたのは,ジ ェイムズ ・ダ グ ラスである2)。 このポー ラン ド生れのイギ リス人 は,

日本軍 に投 降 したポー ラン ド兵を国外に送 り出すべ くポー ラン ド社会党によ って日本

に送 りこまれた ものの,後 には自分の使命 を ラッセル にお しつけて姿を くらま した人

物 である。 ラッセルはサハ リンに政治囚がいることを知 ってお り,い ち早 くその解放

と身柄 の引き受 けを 日本 の陸軍省 に陳情 した。彼 らの 中に自分の協力者を得たい とい

う気持 ちもあ り,第 一 に ピウスツキに白羽の矢 が立 った ということであろう。元 「人

民の意志」党員 トリゴー二 によれば,こ の年 の8月17日,政 治囚はサハ リンを占領 し

た 日本軍か ら自由の身た ることを通告 され,同 時 にラ ッセルの海軍大臣宛の手紙 の写

しを見せ られた とい う[TrxroxH l906:56]。 も っと も,こ の時点 で ピウス ツキは既

に島にはいない。

 11月 中旬 に ピウス ッキは一旦 ヴラヂヴォス トー クへ戻 った。 これは,10月30日 にニ

コライニ世 の 「十月詔書」が公布 され,自 由獲得 への光 明が点 された こと,11月15日

に 日本の各紙 が一・斉 にヴラヂヴ ォス トークの反乱 を報 じたこ と,ま た同 日かの地の上

陸解禁の知 らせ が流 れたこと3),と 恐 らく無関係 ではあるまい。 彼 は11月18日 にハバ

ロフス ク市住民集会 に参加 し,「 労働 ビュ0ロ ー」設立を提案 して,そ のため に100ル

ー ブ リを寄附 した[Hl2:179]
。 また同月26日 にはヴ ラヂヴォス トークで トリゴー二

と会 った[TPHrO田 1906:52]。

 ピ ゥス ッキはその後ヴ ラヂヴォス トークか らマ トヴ ェーエ フと共 に再度来 日 した4)。

マ トヴェーエ フは 日本(函 館露 国領事館)で 生まれた最初の ロシア人 と言われ,新 聞,

雑 誌 の編集発行人兼 詩入 と して知 られ る人物 である。 ピウス ツキは12月 下旬,遅 くと

も翌1906年(明 治39年)1月 初 旬 には東京へ赴 き,ホ テルや ロシア語関係者の家 に仮

住 まいの後,同 月下旬 には京 橋区尾張町9番 地5》の函館屋 とい う商店 の二階 に居を据
            しんたいそう

えた。 この商店の主人は,信 大蔵 という人物。かつて尾張藩江戸詰の武士で,榎 本武

揚に従 って五稜郭の戦いに参加 し,銃 弾を6発 受けたという前歴を持つ。1874年 に銀

座に来て,榎 本の援助のもとに 函館 の天然氷 や牛乳を商い,後 にはアイスク リーム

や洋酒類 も置いて,バ ーの元祖として銀座の名物のひとつとなった[野 口 1985]。

ヴラヂヴォス トーク方面のロシア人と取引があり,亡 命外国人や旧幕臣が常にたむろ

していたという。

2)PI郡uDsKI, B・Manuscripts・H4, p. 42・Hは 北 海 道大 学 ス ラヴ研 究 セ ンタ ー 所蔵,.4は 分

類 番 号 を示 す 。 以 下 マ ニ ュス ク リプ トか らの 引用 は,本 文 中 の カギ 括 弧 内 にH,分 類 番 号,頁

数 を 記 す 。

3)「 東 京 電報 浦 塩上 陸解 禁 公 報 」 『東 洋 日の 出新 聞』1905年11月15日 。

4)「 浦 汐 よ り二 人 の 珍 客 」 『北 海 タ イ ム ス』1906年1月10日 。

5)現 在 の 銀座6丁 目の コス モ天 地 堂 の あ る所 。
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 一 方 ラ ッセルは一大使命を果 した後,1月 下旬頃 に長崎へ移 った。 かの地 に続 々亡

命 して くるロシァ革命党員の救済 のためである。 ヴ ラヂ ヴォス トーク と一番交渉のあ
     さが

るこの地 の下 り松南山手12番 地に,ラ ッセル は居 を構えて同志を糾 合 した。3月 中旬

か ら9月 まで彼は家庭 の事情で一時ハ ワイへ帰 ったが,こ の間ヴ ァヂ ェーッキイとオ

ル ジフが 中心 とな って4月27日 か らこの 〈長崎 の コン ミューン〉で ロシア語 の新 聞

『ヴォー リャ』(「自由」)を 発行 し始 めた。 この新 聞は シベ リアの各都市に広 がって争

って読 まれたとい う。 ピウスッキは東京 にいて,こ の新 聞の協力者をつ とめた。 そ し

                 ちかとも

て7月 には長崎へ赴 き,一 ヵ月間志賀親朋方 に居 を定 めて,直 接彼 らの活動 を援助 し

た。本邦最初の プロの ロシァ語通辞 と して幕末,明 治期 の日露交渉 に活躍 した志賀 に

ついては,稿 を改めて論 じたい。

 ピウスッキの長崎での具体的 な活動は定 かでないが,情 勢の 「好転はあ りえない」

[H9:18]と 同志 に書 き送 っていることか らして,既 に革命運動 に対 して少 なか らず懐

疑的にな っていたので はないか。 ラ ッセル との連絡 はその後跡絶えて いたが,6月 頃

ピウス ツキが彼 に手紙を書 き,併 せ て在 日中国人革命家た ちの手紙を送 ってや ったの

に対 し,ラ ッセルの方 は 『哲学会報告書』2巻 を郵送 して きた[H4:31,33]。 そ の

後 も両者の書 簡の往復 は続 き,〈 長崎の コン ミュー ン〉の 現 状 を 「詳 しく知 らせて く

れ たあなたの手紙 は,私 にとって指針 となるで しょう」[H4:30]と ラ ッセルは ピウス

ッキに感謝の言葉 を綴 って いる。 『ヴォー リャ』 は5月17日 付 の11号 よ り長崎を去 っ

たヴ ァヂ ェーツキイに代わ ってオル ジフが編集 長となった[和 田1973:下120]が,

そ の内部 には不協和音 が響いていた。 ラッセルはハ ワイ滞在 中か ら 『ヴォー リャ』 に

批判的 で,「 日刊新聞を出 し始 めたものの,そ れ は国外では意味を持 ちません。 ……

この週3回 とい う形式 でも,決 して成功 する ことはあ りえ ないで しょう。」[H4:32,

33]と 手 厳 しい意見を ピウスツキに伝え ている。

2.

 ピウスツキは在 日中国人革命家とも交わりをもった。1906年3月10日 の午後,彼 は

芝区芝橋の大光で宋教仁 と会見 した。湖南出身の宋は1904年 に来日し,雑 誌 『二十世

紀之支那』を発行 していたが,翌 年8月 東京で孫文を総理として中国革命同盟会が結

成されると,そ の幹事として会務を担当 した。当時24歳 の早稲田大学の学生である。

ピウスツキと宋の会見の仲介の労をとったのは,宮 崎民蔵。中国革命支援で名高い宮

崎兄弟の次男にして,土 地問題の先駆者 である。宋の当日の日記には次のように記さ

れている。「……また革命の事 は一つの方面より手をつけてはならないと[ピ ウスツ
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キは一引用者1い う。政治的革命 だ けをや っていたのでは,真 の 自由はかな らず獲得

で きな い,社 会的革命だ けをや って いて も,ま たかな らず真 の自由 は獲得 できない。

かな らず二者を一緒 にや って,は じめて 自由の権利 は得 ることができ,目 的を達す る

ことがで きると」。 ピウス ッキは宋 に,当 時計画 中の 『ヴ ォー リャ』 の ことも話 した。

彼 はこの後同盟会 の民報社を訪れ,宋 教仁,黄 興 その他多 くの中国人及び宮崎民蔵,

宮 崎酒天(末 弟),そ の 他の 日本人 にか こまれて記念撮影を行 なった。 もちろん孫文

とも会 って いる。更 に 交渉 を 深 め たのであろ う。 同盟会 の機 関誌 『民報』第4号 に

『ヴォー リャ』刊行 の紹介文 が掲載 されたが,そ の材料を伝えたの もピウス ッキであ

る[和 田 1973:下190-191]。

 い ま一人,呉 弱男 ともピウスツキは会 って いる。呉 は上海に生 まれ,愛 国女 学校 で

革命家 としての教育を受 けた。 ほどな くして姉 ・呉亜男 と共 に来 日 し,青 山女学院英

文科 に入学 した。同盟会 にも入会,当 時18歳 で あ る。彼女は ピウスッキとこの年4月

3日 に会 い,翌 日自分 と姉 の 写真 と,自 著 『20世紀 自由の 鐘』(《The Twentieth

Century Liberty Bel1》,1905)を 彼 に送 って きた[H4:22]。7月5日 の 『ヴォー リ

ャ』第32号 に 「中国女性革命家」 と題 して呉 の編集長宛 の手紙が掲載されたが,あ る

いはこれ もピウスッキの仲介 によ るものか。 ピウス ッキにはポーラン ド人 と して,民

族独立の課題 を もつ これ ら中国人 に関心 をよせ るところ大 だったのであろ う。

3.

 1906年初頭,上 京後まもな くピウスッキは二葉亭四迷,本 名長谷川辰之助のもとを

訪れた。文学の世界に踏みこんでか らも,対 露政策に腐心 し続け,ロ シァ革命派への

関心を強めつつあった折 りにピウスツキに出会 った二葉亭は,彼 に物心両面で惜 しみ
                                にほん  ため  まん

な く援 助 を 与 え,さ ま ざ ま な 人 々 に 引 き合 わ せ た 。 二 葉 亭 の 真 意 は,「 日 本 の 爲 に 満

    ひつえう      ろこく  ため    しやくわいしゆぎしや  ば  えんじよ     みんけん  の      ひっえうしうけいxい

洲纒螢 を必要 と し,露 國の爲 には肚會主義者一 派に援助 して,民 椹 の伸ぶ るを必要 と

した ものだ らう。」[坪 内 ・内田1909:上 ノ218]と い う。二人 は殆ん ど毎 日往 き来 し・

短 時日の うちに極めて親密 な間柄 となった。二葉亭 は ピウスッキについて次のよ うに
                                 シ ベ リ ア

述べている。「▲現に自分の知つて居る露人中に斯様の人物が一人居る。 西比利亜で

苦役に服し,今 は四十才位でもあらうか,未 だ家をなさない。而もアイヌ救濟を一生

の大責任 と心得て,東 京まで出て來た。所が世間が蝕りに冷淡なので大に憤慨 して居
                    しばし むな

たやうだ。▲さらば御當人はと言へば,嚢 中屡ば室 しと言ふ有檬で,衣 服などは粗末
              いのち

で,食 物などは何をも選ばぬ,生 命 さへ縫げば,夫 れで充分だ,ド ウしてもアイヌの

如き憐むべき人種を保護 しなければならぬと考へて居る。▲局外から見れば,實 に馬
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鹿げて居 るや うだが,其 のあどけない眞面 目の態度が,吾 々の同情 を惹 く所であ る」

[二葉亭 1907:205-206]6)。

 ま もな くピウスッキは二葉亭を見込んで,革 命党の資金 づ くりのため に,ラ ッセル

がハ ワイに持 つ100エ ー カーの邸宅農園の売却 に協力 して ほ しいと頼んだ。 二葉亭 は

張 り切 って ピウスツキと共 に 『毎 日新聞』 の社主 ・島 田三郎,大 隈重信,巌 本善 治,

そ して 『自由党史』 の編纂者 ・和田三郎 の紹介で,板 垣退助 を訪ねた。 この要人訪 問

はいずれ も不成功 に終 ったが,し か しそれが ラ ッセルの土地売却のためだ った とい う

のは名目上の ことで,実 は日本政府 が亡命 ロシア革命家を ロシア政府 に引き渡すつ も

りかど うかを打診す るための ものだったのである[和 田 1973:下127-128]。 後 に

                  そのこぼうめい  ろLくじんぼう  どうはん        そ  あんぜん

島田三郎は次のように述懐している。 「其後亡命の露國人某を同伸せ られて其の安全
 たも  はうにふ さうだん   ぐ けん の かつおほくまはくそのた  ひとべ せうかい

を保つべき方法を相談せられたれば愚見を陳べ,且 大隈伯其他一二の人々に紹介 した

り。」[坪 内 ・内田 1909:下 ノlll]こ の一事が 『ヴォー リャ』の人々の心配の種だ

った。さて打診の結果はどうだったか。5月7日 発行の 『ヴォーリャ』第6号 にはヴ

ラヂーミル ・ゴルヴィッの論文 「政治亡命者引き渡 し」 に付 して,次 のような編集部

の発表が掲載された。「東京その他の日本 の地域にいる編集部員が日本の文化界の代

表的人物,若 干の議員や政治家と行なった多 くの話 し合いから,日 本が政治犯の引き

渡 しを許さないばかりか,ロ シア政府の意を汲んで政治犯を圧迫することもしないと

いう点について,ま った く疑いはないことが明らかとなった。」[和田1973:下ll7]

日本の支配層のロシアに対する警戒心は基本的にはなお強烈で,露 国革命党は依然と

してひそかな同盟者たる性格を失なっていなかった。他方社会主義に対 しては,西 園

寺内閣は一定の柔軟路線をとり,こ の年2月 に日本社会党の結党を認めている。この

ような政策のもとで,『 ヴォーリャ』グループは存在 していたのである。

 まもなく二葉亭は革命派の運動に冷淡になっていった。 同年(月 日不明),北 京警

務学堂時代の同僚 ・阿部精二 に宛てて,彼 は次のように憤まんをぶちまけている。

「……渠等は皆空論 を以て事 を成さんと欲する徒にて口舌以上の活動をせん といふ

意なし,こ んな事で何が出來るものかと愛想をつか したる次第に候,… …」[二 葉亭

1906:354]だ がピウスツキとの交際は変わりなく続 いた。二葉亭は彼の「年を取った
                              ばん  たつ

小児」のよ うな人柄 を愛 した のであ る。帰国が決ま った時,「 イの一番 に尋ね たのは,

は せ がわくん いへ  いくしわん おほをとこ いきなりと   はらバ なみだ だ  きみ よろこび

長谷川君の家で,二 十幾貫の大男が突然飛びついて,潜 々と涙を出して,君 に喜悦を
わか

分つた といふ」[坪 内 ・内田 1909:上 ノ219]。

6)「文壇を警醒す」(1908年)に もピゥスツキの言及がある。『二葉亭四迷全集』4

書房,1985年,p.242。

東京:筑 摩
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 ピウスツキに文学の素養があったことも,両 者の交遊を途切れさせなかった0因 で

あろう。 二人は日本 ・ポーランド協会を設立 し,両 国の交流をすすめるために,「先

づ一番容易で,一 番故障の少ない文学」の翻訳紹介を取り上げることにした。そ して

編集者 ・西本波太の出版所が協会の事務所となった。ピウスツキの帰国後も,両 者の

関係は跡絶えなかった。 ピウスツキはガリッィア(オ ース トリァ領ポーランド)の 首

都クラクフでポーランドの代表的作家,批 評家に自作の推薦やその露 ・独 ・仏 ・英訳

の寄贈を求め,そ れらを二葉亭に送ってきた。東京に日ポ協会付属図書館を設けるた

めである。 そしてそれ らの日本 への紹介を繰 り返 し依頼 した。 そのうち二葉亭によ

って訳出されたのは,革 命家 ピョー トル ・セルゲーヴィチ ・ポリワーノブの短編小説

『志士の末期』,ア ンジェイ ・ネモエフスキの散文詩 『愛』,そ して自然主義作家ボレ

スワフ ・プルスの 『椋の ミハイロ』である。 『志士の末期』は,若 き日の純粋な正義

感に燃えて革命運動 に身を投 じた主人公が,捕 えられてペテルブルグの監獄につなが

れ獄死する心境を,暗 い筆致で描いたもの。 『愛』 も革命家の心境をシンボリックに

歌ったものである。 『椋のミハイロ』は二葉亭の翻訳中,乞 食や無宿人のような社会

の最下層の人間を扱った作品群に属する。後の二作はピウスッキ夫人 ・マ リア送付の

ロシァ語訳からの重訳である。以上三篇の翻訳は福田英子の雑誌 『世界婦人』 に発表

された7》。 そして 同誌 はあたかも日ポ協会の機関誌 のような役割を果すようになっ

た。 後に福田は,「 並々の雑誌杜書蝉等が如何に請ふとも仲々に筆とり給はぬ氏が斯

く引績きて筆 とり賜 りしは全 く屡弱なる吾が苦境を憐れみ給ひ しが故なりき。」[福 田

1909:1]と 気配りを見せているが,内 実はむ しろその逆 と言 うべきだろう・ 即ち・

『志士の末期』は後半が抄訳,『愛』 は未定稿,『 椋の ミハイロ』は未完であって,こ

こには当時の二葉亭の創作と翻訳における苦渋の他に,あ る種の我がままさを認める

こともでき,『世界婦人』 に対する関わり方に一種の気軽さのようなものがあったこ

とは否めない[佐 藤 1963:79-80]。

 0方 二葉亭も1907年,ピ ウスツキに森鴎外の 『舞姫』 と木下尚江の長編小説 『良人

の自白』のそれぞれ英語版8)を 送付したが,前 者は日本文学の特質が表れていないと

いう理由で取り上げられず,後 者のみがポーランド語に翻訳された。二葉亭と木下の

出会いは1906年春のこと。二葉亭がピウスツキを伴なって,木 下の勤務する毎 日新聞

社を訪問 したのである。 「長谷川君の背後に一人の外人が立つて居る。 長谷川君は顧

7)『 志 士 の 末 期 』 は4号 か ら5,6,9,11,15号(1907年2月15日 一8月15日)と6回=連 載 ・

『愛 』 は23号(1908年3月5日),『 椋 の ミハ イ ロ 』 は24号(同 年4月5日)に 掲 載 。

8)《My Lady of the Dance》Tr・by F・W・Eastlake・Tokyo, Saiunkaku,1906,47 P・ 《The

Confession of a Husband》 Tr. by Arthur Lloyd. Tokyo, Yurakusha,1905-1906.2v.
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みて,其 の人を紹介 した。 波蘭 の革命蕪員で,シ ベ リヤの流罪地 か ら逃 れて居たの

だ。始めて見た時には一寸老人か と思 つたが,話 して居 る中に牡年者 であることが知

れた。」[木 下 1934:244]そ の後 も二葉亭 と木下は いつ も函館屋 の二階で会 った と

い う。

 宿 願か なって二葉亭 が,ナ ロー ドニ キの色彩 の濃 い当時の ロシァの有力誌 『ロシア

の富』 に寄稿す ることになるの も,ピ ゥスツキ夫妻 の斡旋 によ る。 同時に ピウスッキ

によるポーラ ンド語訳 をポーラン ドの 『スフ ィンクス』 誌 に寄稿 す ることも決まった

[安井 1966:24]。 我 が国文壇始 ま って以来 のことである。 もっとも,当 時経済的 に

苦境 にあ った ピウス ツキが,こ の仕事 によ って収入 を得 ようと した ことも事 実で,二

葉亭 に 「正直 いって私は この仕事で幾 らか稼 ぎたい。……翻訳料 と して原稿料 の一部

を受 け取 りますが,よ ろ しいか。」(1907年10月24日 一11月6日 付)[安 井 1971:43]

と断 わ っている。 これを うけて二葉亭 は 『ロシアの富』 の編集者 アー ンネンス キイに

次のよ うな手紙を書 いた。 「…… も し私の原稿 がそれに価す るのであれば,原 稿料 は

私 にでな くピウスツキにお送 りいただ くよ うにお願 い致 します。二人で分 け合 う積 り

でお りますので。」(同 年12月18日 付)[安 井 1975:91]二 葉 亭の人柄 を偲 ばせ る文面

であ る。 これに対す るア ーンネ ンスキイの返信(1908年1月21日 付)は,し か しなが

ら,ピ ウス ツキが読 めば落胆す るに違 いないものだ った。 「……特 に申 しあげたいの

は,あ なたの ことばの方が ピウスツキの ロシア語よ りもはるか に正 しいことです。…

第三者 の手 を経 ないで直接 こち らへ送 って下 さるほ うが,あ なたの文章 に二,三 の必

要 な修正 を加 えるの も簡単にすみます」[安 井 1973:79]。 だ が ピウス ツキとアー ン

ネ ンス キイの督促 にもかかわ らず,二 葉亭 は結局いずれの雑誌 にも原稿を送 らなか っ

たよ うだ[安 井1966:25]。1908年 に二葉亭 は 「朝 日新聞』特派員 と してペテルブル

グへ赴 き,そ こで マ リア夫人 に会 うが,ピ ウス ッキ自身 との再会 はな らなか った。

4.

 二葉亭がピウスツキを引き合わせた人物のひとりに横山源之助がいる。二葉亭の影

響下に放浪生活に入 った横山は,同 じ関心を持つ松原岩五郎や嵯峨の屋お室と交わっ

て,社 会問題に目を向けるようになった。 そして1899年 に二冊の名著,『 日本の下層

社会』 と 『内地雑居後之日本』を世に送 り出した。

 さて1906年 早春のある雨の日の夕方,二 葉亭とピウスツキが湯島天神の横山の下宿

にやって来た。三人はお成道の西洋料理店で夕食を済ませた後,横 山の下宿に引き返
                    にほん  がくしや  な ぜ にほん  きうみんぞく      こ

して語 らい始めた。 ピウスツキは横山に,「 日本の學者は何故日本の奮民族である此
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     かんきゃく                              がくしやてきたい ど   もつ  けんきう

のアイヌを閑却 してゐるのであらう」 と言った 。「學者的態度を以て研究するばかり

    せい ぎはくあい くわんねんっよ  しやくわいてきどうじやう もっ         げんじやう  み          に ほん

でな く,正 義博愛の観念強く,肚 會的同情を以てアイヌの現状を見てゐたのが日本の
が くしゃ ことな とLろ

學者 と異 る所」[坪 内・内田 1909:上 ノ216]だ った,と 横 山は書 き残 している。二

葉亭が ピウスツキを紹介 したのは,ピ ウスツキのアイヌ研究 と彼 の下層社会研究 に相

通ず るものがあ ると考 えたためだろう。次 のよ うな横山の証言 も,彼 が ピウス ツキ と

                       し じしん  かくめいうんだう  おそけ   た

身近 に接 した人間たることを示 している。 「で,ピ 氏自身は革命運動に怖気を立て,
かくめい す き   うんどう きら         ながねん し べ り あ たドよ  かくめいしや ち き

革命は好物だが,運 動が嫌ひだといつてゐたが,永 年西比利亜に漂ひ,革 命者に知己
 おほ     ところ    こ   む じゃ き  ひと    にほん  ざんりう        ろ こくかくめいたう  ま  ぞへ

が多かつた所から此の無邪氣の人 も,日 本に在留 してゐた露國革命蕪の捲き添となり,
                    (マ・)にほん  ざ

いりう   ながさき とうきゃう   れんらく  な      かくめいたう  ため  みんかん  うんどう

日本 に在留 して長崎 と東京 との連絡 と爲つて,革 命窯 の爲 に民間 に運動 して ゐ た」

[坪 内 ・内田 1909:上 ノ217]。 横 山が被差別部落民の ことを話す と,ピ ウス ツキは

強 い関心を示 し,す ぐに自分で訪ねて いった。被圧迫民族 のポー ラン ド人で ある彼が,

この 日本で アイ ヌ人 と被差別部落民 に関心 をよせ たことは,記 憶 されてよいだ ろう。

前記 ラッセルの土地売却の件で二葉亭 と ピウス ツキを島 田三郎 に紹介 したのは,以 前

『毎 日新聞』 に勤めて いた横 山である。但 し,二 葉亭 は彼に要人訪 問の真 の目的を明

か してはいない[和 田1973:下128]。

 更 に横 山は ピウス ッキか らの聞 き書 きで,二 つの文章を著わ した。一 つは 「露国革

命婦人」 と題す る もので,松 原岩五郎編集 の雑誌 『女学世界』の1906年4月 号 に発表

された9)。 女傑 ナ ロー ドニ キ ・リュ ドミーラ ・ヴ ォルケ ンシチェイ ンの一代記 である。

ヴ ォルケ ンシチ ェイ ンはハ リコフ県知事 ク ロポ トキンの暗殺 に加わ った廉で逮捕 され,

シ ュ リッセ リブルグ要塞監獄,次 いでサハ リン島へ流刑 とな った。1902年 に刑期 を終

えてヴ ラヂヴ ォス トー クに移住,そ して1906年1月23日,か の地 に起 こ った争乱でヴ

ォル ケ ンシチェインは殺鐵 されたのであ る。 ピウスツキは彼女 とサハ リンで同囚だ っ

たの で,そ の死 を深 く感 じて横 山に話 したのであろう。 この年m, -5日 付 の二葉亭宛

書簡 で,ピ ウス ツキが次のよ うに書 いたのは,こ の論文 のことであ る。 「すで に博文

館 の婦人雑誌 に横 山さんの文章 が掲載 されています。彼がス テロ版 を くれるのを待 っ

ています。 中国 の学生た ちに頼 まれま したので一」[安 井 1970:821。

 い ま一つ の文章 は 「来遊 中の布暁砂糖王(露 国革命党 の 金主)」 と題 す るラッセル

の一代記 で,雑 誌 『商業界』 の同年4,5 ,月号 に分載 された10)。 横 山は俘虜工作 の終

りまでの ラッセルの経歴をかな り正確 に物語 ってい るが,そ の前書 きと後書 きか ら,

9)1906年3月15日 執筆。後の単行本 『凡人非凡人』(新潮社 ・1911年)で は 「砲弾に彊れたる

 婦人」と改題,加 筆された。

10)1906年3月18日 執筆。5月 号の表題は 「露国革命党の金主」のみ。 『凡人非凡人』所収時に

 「露国の亡命客」と改題,加 筆された。
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ピゥスツキがラッセル自身から聞いた談話を横山に伝えたこと,そ の際二葉亭が両者

の通訳をつとめたことが分かる。本論文は当時の日本の読者に露国革命派の一タイプ

を提示 してもいる。

5.

 ピウスツキは日本の社会主義者とも接触をもった。1906年2月6日 の夜,神 田三崎

町吉田屋で片山潜の帰国歓迎会が開かれた時,ピ ウスッキはそれに出席 し,加 島汀月

の通訳でロシァ語で演説 した。 前年10月 に平民社が解散 し,キ リス ト教派が 『新紀

元』,幸徳秋水,堺 利彦,西 川光二郎,山 口孤剣 らが 『光』 と分裂 して,そ れぞれ新

聞を出すことになったが,そ の 『光』の前日発行の号にこの歓迎会の予告が載 ってい

る。 それには,「 ……尚ほ同日波蘭人にて國事犯の爲十二年間樺太に流罪となりたる

同志も出席すべし」 とあって,彼 の出席が一種の 〈出し物〉 として会に彩りを添える

ものだったことが分かる。この席上幸徳秋水夫人・千代子は,絹手巾に老梅を描いて彼

に贈 った11)。ピウスツキは帰 ってきて,社 会主義者の集まりといっても労働者がいな
                  に ほん  しやくわいしゆぎ  がくせい  しやくわいしゆき     せつめい

いと不思議がったのに対 し,二 葉亭は「「日本の肚會主義は學生の杜會主義だ」 と読明

した」[坪内 ・内田 1909:上 ノ217]と いう。 ピウスツキは堺利彦,加 藤時次郎 とも

交わった。堺は,ピ ウスッキが異人種結婚を大 いに推奨 したと述べている[堺 1906:

32]。 加藤は横浜の平民病院院長で,幸 徳秋水の主治医をつとめ,『 光』の経済的ス

ポンサーでもあった。

 ピウスッキはまた二葉亭の紹介で石川三四郎,阿 部磯雄,木 下尚江等,『 新紀元』

社の面々とも交際 し,2月25日 には神田小川町の牛屋で開かれた晩さん会に出席 して,

0同 と写真撮影を行なった12)。 福田英子 の 『世界婦人』が日ポ協会の機関誌のごと

き役割を果すようになったことは既に述べたが,そ もそも同月二葉亭を彼女に引き合

わせたのはピウスツキである。

 当時,婦 人の苦 しんでいる様々な問題の根本的な解決は社会主義以外にありえない

ことを訴え,婦 人層を結集 しようとする運動が展開されていた。 『世界婦人』 のスロ

ーガンが 「婦人解放」であり,特 に婦人の政治上の自由の獲得と恋愛の自由(家 族制

度か らの解放)に 力点を置いたのも,こ の流れに沿うものである。ピウスツキはこの
                              きよ
ような若い婦人運動家とも交際 を持った。 例えば今井歌子と遠藤清。今井は月刊誌

『二十世紀の婦人』の事務を引き受け,や がて社会主義者と交渉を持つようになって,

11)「 同志 之 運 動 片 山潜 氏歓 迎 会 」 『光 』 豆(7):7,1906年2月20日 。

12)「 新紀 元集 合 」 『新 紀 元 』6:23,1906年4月10日 。
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婦人に政治上独立の人格を認めない治安警察法第五条改正の請願運動を,福 田英子と

共に展開した女性である。この運動を後に支えたのが遠藤清。後の 『青鞘』同人で,

1909年 に作家 ・岩野泡鳴 と結婚 したが,夫 と青鞘社員 ・蒲原英枝 との関係を知 って離

婚。後年,洋 画家 ・遠藤辰之助と再婚 した。 ピウスツキは日本の婦人に興味を持ち,

従ってこのような交際は,彼 の 「日本婦入の研究」に資するところ大であったろう。

彼は帰国後市民大学で日本婦人について公開講演を行なった[安 井 1971:29]。

 6.

 ピウスツキの第二の,そ してアイヌ関係では最初の学術論文が,日 本語で日本の雑

誌に発表されたことは特筆に値する。即ち,月 刊誌 『世界』の1906年7,8月 号に,

「樺太アイヌの状態」という表題で彼自身の撮影による樺太アイヌの写真5葉 ととも

に掲載されたのである。 論文の訳者は上田将。 ニコライ神学校でロシア語 を学 び,

1881年以降数多 くの正教会の教書その他を訳出した人物である。当時は 『東京日日新

聞』の記者にして,『 ヴォー リャ』創刊号から第46号(8月7日)ま で,東 京での予約

購読と広告の受付けを していた。上田は二葉亭や神学校関係者,亡 命 ロシア人,中 国

入革命家等 と広い交際範囲を持ち,こ の年11月 の,孫 文 ・ゲル シュー二会談の通訳を

つとめたのも彼である[和 田 1973:下156-157]。 「樺太アイヌの状態」が発表され

たのは,ち ょうどピウスツキの離日前後の時期にあたるが,彼 はそれを目にしていな

かったらしく,そ の結果と反響を二葉亭に問い合わせている(11月21日 付書簡)。「…

… 「世界」誌で,ア イヌ人の状態を書いた私の小論文の翻訳を読まれましたか。それ

は簡約化された草稿から訳されたもので,し かもそれを上田がどう訳 したか私は存じ

ません。それに対 して批評はありま したか。どんなで したか」[安井 1970:91]。

 ピウスッキは日本の民族学者やアイヌ研究家 とも積極的に交際を求めた。彼が初め

て横山源之助のもとを訪れたのは,東 京帝国大学理学部人類学教室で坪井正五郎博士

の研究談を傍聴 した帰 りのことである[坪 内 ・内田 1909:上 ノ215ユ。 ピウスツキ

の論文 「樺太島に於ける先住民」には,坪 井博士の説が引用されている。また1908年

3月9日 付の二葉亭宛書簡では,坪 井教授 らがサハ リンを旅行 したとの便りを受けと

った,き っと写真を撮 っただろうか らそのコピーを入手 してほしい,と 書き送ってい

る[安 井 1971:58]。 ちなみにこの旅行中,坪 井一行は東海岸のアイヌの酋長パフ

ンケイ(そ の姪チュフサンマとピウスッキはかつて同棲 し,2児 をもうけた)の 家に

一夜の宿を求めた[桑 原 1908:332-333] 。

 坪井博士の教え子で,当時東京帝国大学理科大学講師だった鳥居龍蔵 とも,ピ ウスツ

76



沢 田 ピウス ツキ と日本

キは上京早 々に交わ りを結 んだ。鳥居 は彼を東京 西ケ原貝塚 に案 内 し,ま た1911年 に

は前記 「樺太 島に於 ける先住民」の ドイツ語版(《Die Urbewohner von Sachalin》)

か ら訳出 して,『 世界』,『人類学雑誌』,『北斗』 の三誌 にほぼ同時 に発表 した。 この論

文 には鳥居 のr千 島 アイヌ』(吉 川弘文館 ・1903年)か らの引用が見 られ る。 ピウス
                           カ ラ チン
ツキは鳥居の妻 ・君子とも親交を結んだ。この年3月,蒙 古喀ﾘ」沁王府女学堂の教師

に招かれた君子が日本を発つ時,ピ ウスツキは見送 って,彼 女に写真を手渡 した[H9:

74-75]。 君子は堪能な蒙古語で,夫 の蒙古,満 州の調査 には欠かせぬ助手をつとめた。
                              お や べ

 その他ピウスッキは,「北海道土人教育会主任 米国文学博士」小谷部全一郎か ら,

北海道 ・虻田の彼の自宅に滞在 してアイヌ研究を しないかという誘いを うけて いる

[H9:158-159]。 また関場不二彦,村 尾元長,神 保小虎 とも,独 文,英 文,邦 文等で

書簡のやりとりを した。

7`

 か く して 日本 で実 に多 くの人 々 と多様 な関係を結んだ後,1906年7月30日 に ピウス  k

ッ キは他 の同志3名 と共 に海路 長崎を発 って13),神 戸,横 浜 に寄港の後,一 路 シア ト

ルへ と向か った。船は,日 本 郵船株式会社長崎支店 の取扱 いによ る大北 汽船株式会社

(Great Northern Steamship Co.)の ダ コタ号。香港発,上 海経由長崎 という航路 で

ある[H3:10, H4:180]。

 8月2日 横浜 に着 き,翌3日 に出港。恐 らく二葉亭 や上 田と最後の別 れを惜 しん だ

ことであろ う。横浜出港後 も,日 本 との縁は依然 として切れなか った。実はダ コタ号

に日本人密航者 が乗 り込んでいたのである。 この広 島県人 は横浜出帆後2日 に して発

見 され,寒 さに震えて いた折 りに ピウスツキに毛 饒 を 恵与 された とい う[H3:14]。

ピウス ツキの人柄を物語 るエ ピソー ドと言えよ う。 この後 アメ リカ,フ ランス経 由で,

10月 ク ラクフに帰着 した。

お わ り に

 8カ 月間の日本滞在が ピゥスッキの全生涯においていかなる意味をもつか,一 言で

語ることは至難の業である。しか しなが ら,そ れが極めて異例の,長 い滞在期間であ

ることは間違いない。元来,シ ベ リアやサハ リンの流刑囚にとって日本 とは,流 刑地

からの脱出路の途上にあるエキゾチックな島国にすぎなかった。 しかるにピウスツキ

13)「露国革命党員の奔走」『東洋日の出新聞』1906年7月31日 。
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が結果的 に8カ 月 も滞在 したという事 実は,彼 の日本での居心地 の良 さを物語 るもの

だろ う。恐 らく彼は少 なか らざる物質 的,精 神的援助を受けていたのであり,そ の点

で二葉亭 と上田が果 した役割 は大であ ったろ う。 それを象徴 的に示す ような証言を最

後 に引用 して,本 稿 の締 め くくりとしたい。

 話 は飛んで1914年,第 一次世界大戦必至 の 気配を察 して,ピ ウスッキはクラクフ

か らウィ0ン へ と逃 れた。 ロシァ軍 のガ リッィァ進駐を恐れた ものと思われ るが,多

分 その途次であろ う,同 年6月 末に彼 はベルギーの ブ リュッセルで石川三四郎 と再会

した。石川は ピウス ツキの離 日後社会主義活動 ゆえ に数度にわた って投獄 され,1913

年 に フラ ンス船で 日本 を脱出 して,約8年 にわ たる ヨー ロッパ放浪の旅 に出た。 ブ リ

ュ ッセル に半 年暮 し,ロ ン ドン郊外 に半年暮 し,再 びブ リュ ッセル に戻 って,フ ラン

スの地理学者 に してアナーキス トのル ク リュ家 に落 ち着 いたのは,翌 年晩春の ことだ

った。 このル ク リュ家 を,糊 口の資 を得 るため であろう,ピ ウスツキが訪ねて きたの

である。石 川 によれば,当 時 ピウスツキは 「万国原始社会研究院」な るものを設 立 し,

自 ら院長 とか副院長 とか称 して いた とい う。「……「私は ヨー ロッパ に帰つて来て アイ

ヌ学者 と して世 に立つことになつた。 もう革命家 はやめた。 よい優 しい婦人 と結 婚 し

たのだが,最 近その家 内に死 なれた。」 ここまで話 して 彼 は 如何 にも淋 しさうにな

り,眼 には一ぱい涙を湛えた。そ して 「再婚 して もよいが,私 の仕事 に理解のあ る,

金 持の婦人 と結婚 したい」 と如何に も真 じめに,淋 しさうに語 るのであつた。彼の現

在が余 り幸福でない ことは直 ぐに読 めた。 日本 にゐた時は,眼 も頬 も若 さと柔 和 さと

に輝や いて ゐたのに,今 はその紅潮 を湛へ た頬 の艶 も消え失 せて,瞳 さへ曇 りが ちに

見へ る。」[石 川 1939:282]と 石 川 は回想 している。 ピゥスツキがパ リで 自ら命を

絶つの は,こ の4年 後のことである。

 本稿執筆に際し,安 井亮平氏の一連のこ論稿と和田春樹氏のご労作に負うところ特に大であっ

た。またNHKの 山岸嵩氏からご教示を賜わった。
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